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【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　E-mail：info@jmmpa.jp

一般社団法人日本医療経営実践協会　創立５周年記念シンポジウム

医療経営士の存在意義と新たな使命
――現場主導型マネジメントの確立を目指して

平成27年12月 7 日（月）平成27年12月 7 日（月） プログラム（一部）

医療経営士　5周年記念シンポジウム 検  索検  索
c

祝
医療経営士誕生
5周年！！

祝
医療経営士誕生
5周年！！

会場 ： ステーションコンファレンス万世橋４Ｆ
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-25　JR神田万世橋ビル4F

【特別講演】

医療制度改革と地域包括ケア
唐澤　剛（厚生労働省保険局保険局長）参加料（会員および会員申請中）

シンポジウム 13：00～18：00 
懇 親 会 18：15～20：00  3,000円（税込）

【基調講演】

医療経営士が巻き起こすイノベーションと現場力
――2025年に向けた新たなる挑戦と創造
川渕 孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授　一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

無 料

協
会
創
立
５
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定
！

特
別
講
演
に
厚
労
省
保
険
局
保
険
局
長
の
唐
澤
氏

国
が
目
指
す
医
療
の
将
来
像
を
語
る

　

２
０
１
０
年
７
月
の
協

会
創
立
、
同
年
９
月
の
第

１
回
「
医
療
経
営
士
３
級
」

資
格
認
定
試
験
実
施
か
ら

５
年
、
３
級
試
験
の
合
格

者
は
５
０
０
０
人
を
突
破

し
、
医
療
経
営
士
は
着
実

に
そ
の
注
目
度
を
高
め
て

き
た
。
当
協
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
医
療
経
営

士
の
存
在
意
義
を
再
確
認

し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
場
と
し
て
、
協
会
創

立
５
周
年
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
12
月
７
日

（
月
）
に
開
催
す
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
吉

原
健
二
代
表
理
事
の
主
催

者
挨
拶
の
あ
と
、
厚
生
労

働
省
保
険
局
保
険
局
長
の

唐
澤
剛
氏
に
よ
る
特
別
講

演
「
医
療
制
度
改
革
と
地

域
包
括
ケ
ア
」
で
幕
を
上

げ
る
。
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
に
伴
い
社
会
保

障
費
が
増
大
す
る
な
か
、

２
０
２
５
年
に
向
け
た
医

療
提
供
体
制
の
構
築
を
進

め
て
き
た
同
省
の
唐
澤
氏

に
、
国
が
目
指
す
医
療
の

将
来
像
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
く
予
定
だ
。

　

続
く
基
調
講
演
「
医
療

12
月
7
日（
月
）に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
万
世
橋（
東
京
都
千
代
田
区
）に
て
開
催
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
の
創
立
5
周

年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
医
療
経
営
士
の
存
在
意
義
と
新
た
な
使
命
―
―
現
場
主
導
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
を
目
指
し
て
」の
開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

決
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
５
年
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
場
と
し
て
、
多
く
の
医
療
経
営
士
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。

経
営
士
が
巻
き
起
こ
す
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
現
場
力

―
―
２
０
２
５
年
に
向
け

た
新
た
な
る
挑
戦
と
創

造
」
で
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
大
学
院
教
授
の
川

渕
孝
一
氏
が
登
壇
。『
医
療

経
営
士
テ
キ
ス
ト
』
シ
リ

ー
ズ
全
40
巻
（
日
本
医
療

企
画
刊
）
の
総
監
修
や
全

国
医
療
経
営
士
実
践
研
究

大
会
の
審
査
委
員
長
な
ど

を
務
め
、
協
会
創
設
当
初

か
ら
医
療
経
営
士
の
成
長

を
見
守
り
続
け
て
き
た
川

渕
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
経
営
士
に
ど
の
よ
う
な

挑
戦
と
創
造
を
期
待
し
て

い
る
の
か
―
―
。
参
加
者

に
と
っ
て
は
、
自
身
が
担

う
べ
き
役
割
を
認
識
し
、

決
意
を
新
た
に
す
る
良
い

機
会
に
な
る
は
ず
だ
（
2

面
に
続
く
）。
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次
の
５
年
の
飛
躍
に
向
け
た
医
療
経
営
士
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る
！

■5周年記念シンポジウムプログラム（9月25日現在　プログラムは変更される場合がございます）

13：00～13：05 【主催者挨拶】吉原 健二　一般社団法人日本医療経営実践協会代表理事　

13：05～14：00
【特別講演】
医療制度改革と地域包括ケア
唐澤 剛氏　厚生労働省保険局保険局長

14：00～14：25

【基調講演】
医療経営士が巻き起こすイノベーションと現場力
――2025年に向けた新たなる挑戦と創造
川渕 孝一氏　東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事

14：25～14：40 休　憩

14：40～15：30

【講演1】
現場改革を成功させる病院組織のリーダーシップ
――院長が求める経営人材と医療経営士の役割
上田 哲郎氏　公益財団法人東京都保健医療公社多摩北部医療センター院長、

医療経営士

15：30～16：20

【講演2】
病院組織改革を成功に導く看護部門の実践マネジメント
――看護部長・師長に求められる経営視点と人材育成
桃田 寿津代氏　日本看護職副院長連絡協議会会長、

医療法人社団緑成会横浜総合病院副院長兼看護部長

16：20～16：35 休　憩

16：35～18：00

【パネルディスカッション】
現場主導型マネジメントの確立を目指して
――医療経営士が取り組むべき使命と課題
【パネリスト】
池田 幸穗氏　東京医科大学理事、東京医科大学八王子医療センター病院長、

東京医科大学脳神経外科教授、医療経営士
長 英一郎氏　東日本税理士法人副所長、日本医療経営実践協会東海支部監事、

医療経営士
山浦 康弘氏　独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター事務部長、

医療経営士
中村 彰吾氏　公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事、

一般社団法人日本医療経営実践協会参与
【モデレーター】
川渕 孝一氏　東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事

18：15～20：00 【懇親会】
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【日　程】　2015年12月12日（土） 始 動！

各支部の研究会で大盛況!「石井ゼミ」
関東、関西、中部支部と全国各地で大盛況の「石井ゼミ」。医療経営士が病院長の参謀役として
経営を支えられる人材となるためのスキルとテクニックを惜しみなく伝授していただきます。

関東支部にて
第2弾開催決定！

前回「石井ゼミ」より  グループワークを通じて“参謀役”を考える※詳細な日程、テーマ、受講料は決まり次第、ホームページにてご案内いたします。

【定　員】　各30名

【問い合わせ先】　日本医療経営実践協会関東支部事務局（kantou-shibu@jmmpa.jp）　　担当 ： 平山　TEL.03-3256-2885

【会　場】　日本医療企画もとみやセミナールーム（千代田区神田東松下町17　もとみやビル3階）

【講　師】　石井 富美氏
　　　　　（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
盤

に
は
、
公
益
財
団
法
人
東

京
都
保
健
医
療
公
社
多
摩

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

で
、
３
級
資
格
認
定
者
で

も
あ
る
上
田
哲
郎
氏
に
よ

る
「
現
場
改
革
を
成
功
さ

せ
る
病
院
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
―
―
院
長
が
求

め
る
経
営
人
材
と
医
療
経

営
士
の
役
割
」、
日
本
看

護
職
副
院
長
連
絡
協
議
会

会
長
の
桃
田
寿
津
代
氏
に

よ
る
「
病
院
組
織
改
革
を

成
功
に
導
く
看
護
部
門
の

実
践
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
―

看
護
部
長
・
師
長
に
求
め

ら
れ
る
経
営
視
点
と
人
材

育
成
」
の
２
本
の
講
演
の

あ
と
、
川
渕
孝
一
氏
を
モ

デ
レ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
医

療
経
営
士
と
中
村
彰
吾
協

会
参
与
（
公
益
社
団
法
人

医
療
・
病
院
管
理
研
究
協

会
常
任
理
事
）
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
現
場
主
導
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
確
立
を
目
指
し
て

―
―
医
療
経
営
士
が
取
り

組
む
べ
き
使
命
と
課
題
」

が
行
わ
れ
る
。

　

登
壇
す
る
医
療
経
営
士

は
、
東
京
医
科
大
学
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長

の
池
田
幸
穗
氏
、
東
日
本

税
理
士
法
人
副
所
長
の
長

英
一
郎
氏
、
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
高
崎
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部

長
の
山
浦
康
弘
氏
の
3

人
。
最
上
位
資
格
で
あ
る

１
級
資
格
認
定
者
の
山
浦

氏
と
１
級
合
格
者
で
あ
る

長
氏
、
そ
し
て
病
院
長
と

し
て
病
院
経
営
の
実
務
に

携
わ
る
池
田
氏
に
よ
る
提

言
か
ら
、
医
療
経
営
士
の

新
た
な
使
命
を
考
察
す

る
。
次
の
５
年
間
に
向
け

て
、
医
療
経
営
士
の
存
在

価
値
を
よ
り
一
層
高
め
て

い
く
た
め
に
、
医
療
経
営

士
一
人
ひ
と
り
に
は
ど
の

よ
う
な
問
題
意
識
や
取
り

組
み
が
必
要
な
の
か
―

―
。
会
場
の
参
加
者
を
交

え
た
自
由
闊
達
な
熱
い
討

論
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
医
療
経
営
士
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
料

が
無
料
（
一
般
は
税
込

１
０
０
０
円
）
で
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
行
わ

れ
る
懇
親
会
の
み
参
加
料

が
税
込
３
０
０
０
円
（
一

般
は
税
込
５
０
０
０
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
概
要
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
参
加
申
し
込
み

を
受
け
付
け
中
。
多
く
の

医
療
経
営
士
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

現
場
主
導
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
に
向
け
て

医
療
経
営
士
の
新
た
な
使
命
を
問
う
！

究
極
の
目
標
は
、塾
生
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
チ
ー
ム
の
結
成

随
所
で
存
在
感
を
増
す

塾
生
の
活
躍

　

聖
路
加
国
際
病
院
の
事

務
長
、
事
業
管
理
部
長
と

し
て
経
営
改
革
に
辣
腕
を

振
る
い
、
そ
の
後
数
々
の

病
院
再
建
に
成
功
を
重
ね

て
き
た
中
村
彰
吾
氏
を
塾

長
と
す
る
「
中
村
塾
」
は

第
３
期
を
終
え
、
塾
生
の

累
計
は
70
名
に
及
ぶ
。
こ

の
間
、
全
国
医
療
経
営
士

実
践
研
究
大
会
の
演
題
発

表
受
賞
者
や
１
級
試
験
の

資
格
認
定
者
・
合
格
者
を

輩
出
し
続
け
て
き
た
。

　

第
１
期
（
全
５
回
）
は

医
療
を
取
り
巻
く
社
会
的

背
景
や
医
療
経
営
に
必
要

10
月
３
日（
土
）、東
京
千
代
田
区
に
お
い
て
第
３
期「
経
営
人
材
育
成　

中
村
塾
」（
通
称「
中
村
塾
」）の
最
終
回（
第
４
回
）が
行
わ

れ
た
。参
加
者
は
第
３
期
生
21
名
に
、第
１
期・第
２
期
生
６
名
を
加
え
た
計
27
名
。第
３
期
最
終
回
の
様
子
と
と
も
に
、中
村
彰
吾

氏（
医
療・病
院
管
理
研
究
協
会
常
任
理
事
、前
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事・経
営
企
画
局
長
）を
塾
長
と
す
る「
中
村

塾
」の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
伝
え
る
。な

基
礎
知
識
の
取
得
を
目

指
し
た
理
論
編
と
し
て
、

第
２
期
（
全
５
回
）
は
予

め
出
さ
れ
た
課
題
を
塾
生

同
士
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
案
出
さ
れ

た
解
決
策
に
対
し
塾
長
が

講
義
・
解
説
を
加
え
る
応

用
編
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
３
期
は
事
例
研
究
で

実
践
力
の
養
成
に
努
め
る

　

第
３
期
は
塾
長
が
こ
れ

ま
で
経
営
改
善
を
手
掛
け

て
こ
ら
れ
た
様
々
な
病
院

事
例
を
ベ
ー
ス
に
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
編
と
位
置
づ

け
、
実
践
力
を
磨
く
こ
と

を
主
眼
に
開
催
。
各
回
の

テ
ー
マ
は
、
第
１
回
「
月

間
１
億
円
の
赤
字
病
院
の

経
営
改
善
」、
第
２
回
「
自

治
体
病
院
に
民
間
病
院
の

経
営
手
法
を
取
り
入
れ

る
」、
第
３
回
「
医
業
を
続

け
る
も
地
獄
！
退
く
も
地

獄
の
病
院
再
建
」
で
、
第

４
回
は
前
半
に
世
古
口
務

先
生
（
松
阪
市
民
病
院
総

合
企
画
室
）
を
ゲ
ス
ト
講

師
に
迎
え
、「
意
識
改
革

と
チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
赤

字
体
質
病
院
の
復
活
―
ジ

ョ
ン
・
Ｐ
・
コ
ッ
タ
ー
の

８
つ
の
変
革
ス
テ
ッ
プ
に

て
検
証
―
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

世
古
口
先
生
と
い
え

ば
、
地
域
、
医
師
派
遣
先

の
大
学
病
院
、厚
生
省
（
当

時
）
か
ら
見
放
さ
れ
て
い

た
“
ど
ん
底
”
状
態
の
松

阪
市
民
病
院
に
単
身
乗
り

込
み
、
医
師
不
足
に
苦
し

む
自
治
体
病
院
を
見
事
Ｖ

字
回
復
さ
せ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
講
演
で
は
改
革

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
余
す
こ
と

な
く
公
開
し
て
い
た
だ
い

た
。
成
功
の
要
諦
は
、
全

職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

危
機
感
の
醸
成
、
経
営
に

関
す
る
情
報
の
周
知
徹
底

で
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
＝
当
た

り
前
の
こ
と
を
、
Ｂ
＝
バ

カ
に
し
な
い
で
、
Ｃ
＝
ち

ゃ
ん
と
す
る
）
の
順
守
・

継
続
」
に
尽
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
診
療
報
酬

で
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
絶
対
に
と
り
こ
ぼ
し
の

な
い
よ
う
に
徹
底
的
に
拾

う
「
落
ち
穂
拾
い
」
作
戦
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン

グ
の
対
策
も
特
徴
だ
。

　

後
半
は
、「
Ｏ
家
具
の
よ

う
な
事
業
承
継
で
悩
ん
で

い
る
病
院
の
再
建
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
塾
長

に
よ
る
事
例
研
究
が
行
わ

れ
た
。
第
１
回
か
ら
学
ん

で
き
た
経
営
手
法
を
応
用
・

駆
使
し
、
承
継
問
題
に
伴

う
様
々
な
問
題
の
解
決
を

図
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

講
義
終
了
後
に
は
恒
例

の
修
了
証
授
与
と
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
懇
親
会
で

は
塾
生
同
士
の
今
後
も
変

わ
ら
ぬ
固
い
結
束
を
約

し
、
第
３
期
は
終
了
し
た
。

　

中
村
塾
の
最
終
目
標

は
、
塾
生
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
・
専
門

分
野
を
持
ち
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
全
国
の
病
院
再
建
・

経
営
改
革
に
活
躍
す
る
こ

と
で
、
そ
の
目
標
達
成
に

向
か
っ
て
経
営
人
材
の
育

成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

塾長による修了証の授与式

「
経
営
人
材
育
成
　
中
村
塾
」　

そ
の
歩
み
と
第
３
期
活
動
レ
ポ
ー
ト
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くべきことは、①院内で死亡が生じた際、誰に連
絡をするのか、②本制度の報告対象にあたるか
どうかを誰がどう判断するのか、③報告対象の
判断についての院内基準の3点です。
　報告書について、本制度では「医療従事者等
の識別ができないように加工」しなければなりま
せん。現場からの報告書を管理者が確認し、非
識別化したものに再構成する必要があるという
ことです。再構成は事務スタッフが担うことが多
く、本制度を理解する必要があります。
　医療事故というと、事務スタッフは「現場の問
題」として自分とは関係ないと考えがちですが、
現場任せにしていると何かがあったときには対
応できません。全職員が本制度を理解し、医療
事故の再発防止に努めていきましょう。

に起因し、又は起因すると疑われる死亡又は死
産であって、当該管理者が当該死亡または死産
を予期しなかったものとして厚生労働省令で定
めるものをいう」と定義しています。つまり、①予
期しなかった死亡、②提供した医療に起因する
死亡の重なった部分のみが報告対象となりま
す。また、報告対象については、医療過誤の有無
は問われていません。これまであいまいに使わ
れていた「医療事故」という言葉ですが、今回の
改正医療法において定義が明確になりました。
　医療事故調査・支援センターへの報告は、慎
重を期すべきです。発生報告によって、医療機関
には院内調査義務や、調査報告書提出義務など
の各法的効果が生じます。本制度で報告は“遅
滞なく”とされており、１カ月以内を目安に、報告
対象かどうかを十分に検討しましょう。
　院内医療事故調査委員会は、医療安全管理委
員会の下部組織として位置づけるとよいでしょ
う。医療安全管理委員長が医療事故調査委員会
の委員長も担うべきと思っている人もいます
が、同一人物である必要はありません。
　また、報告対象にあたるかどうかの判断を行
えるようなシステムを院内に構築しておくこと
で、連絡事項がきちんと伝わり、組織的な判断
ができるようになるでしょう。具体的に決めてお

　九州支部は２０１５年９月から10月にかけ、南
九州、福岡、西九州の３会場で「医療事故調査制
度開始！　院内諸規則の見直しなど、事務系職員
が準備すべきこと」の研究会を開催しました。
10月から施行された「医療事故調査制度」につ
いて、一般社団法人日本医療法人協会の「医療
事故調運用ガイドライン」の策定に尽力し、今回
の研究会の講師を務めた同協会常務理事の小
田原良治氏（医療法人尚愛会理事長＝鹿児島
市）や満岡渉氏（医療法人光楓会満岡内科・循環
器科院長＝諫早市）は、医療機関で発生した医療
事故の情報を全国から集め、再発防止のための
制度であると強調し、本制度をどう利用すべき
かを解説しました。
　「医療事故調査制度」は、診察や検査、治療に
関連して患者が予期せずに死亡する医療事故
が起きた場合、医療機関が第三者機関（医療事
故調査・支援センター）に届け出て、院内調査に
よって原因分析を行うとともに医療事故調査・支
援センターへ報告し、医療事故調査・支援セン
ターが収集した医療事故情報を分析することに
より、事故の再発防止につなげようという仕組
みです。
　本制度では、報告対象となる医療事故を、「当
該病院等に勤務する医療従事者が提供した医療

「医療事故調査制度のポイントと事務系職員が準備すべきこと」を解説

　

改
正
医
療
法
の
施
行
に

よ
り
、
２
０
１
５
年
10
月

１
日
か
ら
「
医
療
事
故
調

査
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
医
療
事
故
調
査

制
度
は
、
医
療
の
安
全
確

保
を
目
的
に
、
医
療
事
故

が
発
生
し
た
医
療
機
関
に

お
い
て
院
内
調
査
を
行

い
、
そ
の
調
査
結
果
報
告

を
民
間
の
第
三
者
機
関

（
医
療
事
故
調
査
・
支
援

セ
ン
タ
ー
＝
一
般
社
団
法

人
日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
）
が
収
集
・
分
析
す
る

こ
と
で
医
療
事
故
の
再
発

防
止
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

で
す
。

　

各
医
療
機
関
に
は
本
制

度
を
正
し
く
理
解
す
る
と

と
も
に
、
制
度
運
用
に
向

け
た
院
内
体
制
の
整
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

好
評
発
売
中
の
『「
医

療
事
故
調
査
制
度
」
早

わ
か
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
日
本
医
療
企
画
刊
）
で

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

医
療
法
人
協
会
が
策
定
し

た
「
医
療
事
故
調
運
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
も
と
に
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
３
人
を

著
者
に
迎
え
、
本
制
度
の

全
体
像
と
具
体
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
、
53
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
解
説
。

制
度
の
趣
旨
や
目
的
、
医

師
法
第
21
条
と
の
関
係
、

報
告
対
象
と
な
る
医
療
事

故
の
定
義
、
事
故
発
生
か

ら
報
告
ま
で
の
流
れ
、
医

療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
い
っ
た
、

医
療
法
や
医
療
法
施
行
規

則
等
の
条
文
、
本
通
知
か

ら
で
は
理
解
し
に
く
い
事

項
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
ま
し
た
。

　

院
内
規
定
の
改
定
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、

制
度
運
用
に
あ
た
っ
て
必

要
な
事
前
準
備
や
、
実
際

に
報
告
対
象
と
な
る
医
療

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

院
内
事
故
調
査
、
調
査
後

の
報
告
書
の
作
成
等
に
お

い
て
は
、
医
療
機
関
の
管

理
者
だ
け
で
な
く
、
医
師

や
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
従
事

者
、
事
務
職
員
に
も
本
制

度
に
関
す
る
知
識
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
ま

た
は
院
内
勉
強
会
等
で
、

ぜ
ひ
本
書
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

支部NEWS支部NEWS 九州支部

参加者からは「裏話も聞けて大変勉強になった」との声が聞かれた

医療経営士にぜひ読んでほしい おすすめの本

●著者 ：
小田原 良治
　（日本医療法人協会常務理事／医療法人尚愛会 理事長）

井上 清成
　（日本医療法人協会顧問／井上法律事務所所長）

山崎 祥光
　（井上法律事務所 弁護士・医師）

●体裁 ： B6判・並製／168ページ／本文1色刷
●定価 ： 本体1,500円＋税
　　　 ※本協会会員は2割引きでご購入いただけます
●発行 ： 日本医療企画
●お問い合わせ ： TEL 03-3256-7495

医療経営士テキスト　必修シリーズ②

「医療事故調査制度」
早わかりハンドブック

日本医療経営
実践協会
推薦図書「医療事故調査制度」の

運用に向けた対応策を
53のキーワードから読み解く！
2015年10月1日からスタートした「医療事故調査制度」を理解するためにオススメの書籍
『「医療事故調査制度」早わかりハンドブック』が好評発売中だ。制度運用にあたって
必要な事前準備や院内体制の構築に向けて、ぜひ活用していただきたい一冊となっている。
ここでは本書のポイントについて紹介する。

医
療
の
安
全
確
保
を

目
的
と
し
た

新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト

制
度
運
用
に
向
け
た

具
体
的
な
対
応
策
を
提
示

医
療
機
関
の
各
職
員
に

制
度
の
理
解
が
必
要
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【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/

「地方創生」の時代！  新たな地域医療の実現を目指して
― 医療経営士が解決すべき課題と担うべき役割 ―

第4回
全国医療経営士
実践研究大会
金沢大会

2015年
10月31日（土）
11月 1 日（日）

2015年
10月31日（土）
11月 1 日（日）

●会　場
石川県地場産業振興センター
本館1階大ホール
（石川県金沢市鞍月２丁目１番地）

●会　場
石川県地場産業振興センター
本館1階大ホール
（石川県金沢市鞍月２丁目１番地）

●大会運営委員長

神野 正博
社会医療法人財団董仙会理事長
一般社団法人日本医療経営実践協会理事
日本医療経営実践協会北陸支部支部長

●大会運営委員長

神野 正博
社会医療法人財団董仙会理事長
一般社団法人日本医療経営実践協会理事
日本医療経営実践協会北陸支部支部長

医療経済研究機構所長の西村周三氏による基調講演ほか、特別
講演、特別対談が決定！　詳細は協会ホームページで公開中

大会プログラムが決定！

当日参加も大歓迎！！
会員および会員申請中の方

両日参加　20,000円
１日参加　12,000円
懇 親 会　 8,000円

医療経営士　金沢大会 検  索検  索
c

すべて
税込

加
や
講
演
者
の
派
遣
、
協

会
と
の
意
見
交
換
な
ど
に

よ
る「
医
療
経
営
士
」資
格

認
定
制
度
の
強
化
・
改
善

の
た
め
の
取
り
組
み
で
も

あ
る
。

法
人
正
会
員
に
は
団
体

受
験
料
の
割
引
、
本
協
会

主
催
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
割

引
、
各
種
研
究
会
へ
の
参

加
の
案
内
、
協
会
推
薦
図

書
割
引
購
入
、
協
会
発
行

『
月
刊
Ｍ
Ｍ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
』

の
購
読
、
会
報
誌『
理
論

と
実
践
』（
季
刊
・
年
４
回
）

の
購
読
、
協
会
主
催
セ
ミ

ナ
ー
等
へ
の
支
援
活
動
、

協
会
発
行
物
へ
の
広
告
掲

載
割
引
、
講
師
派
遣
、
教

育
支
援（
実
費
）、
医
療
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な

ど
の
特
典
を
得
ら
れ
る
。

２
０
１
６
年
１
月
期
限
分
の

年
会
費
請
求
を
案
内
開
始

本
協
会
で
は
、
２
０
１
６

年
１
月
で
年
会
費（
１
万

円
）が
期
限
と
な
る
会
員

に
対
し
、
年
会
費
の
請
求

を
開
始
し
た
。
支
払
期
限

は
本
年
12
月
14
日（
月
）と

な
っ
て
い
る
。

対
象
者
に
は
、
年
会
費

請
求
の
案
内
を
郵
送
し
て

お
り
、
支
払
は
郵
便
振
替

ま
た
は
銀
行
振
込
に
て
行

ペ
ー
ジ
よ
り「
個
人
正
会

員
登
録
変
更
申
請
書
」を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
新
た

な
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
ご
記
入
の
う
え
、
事

務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送

り
い
た
だ
き
た
い
。

協
会
活
動
を
支
え
る

法
人
正
会
員
を
募
集
中

本
協
会
で
は
、
法
人
正

会
員
を
積
極
的
に
募
集
し

て
い
る
。

法
人
正
会
員
と
は
、
病

院
・
企
業
な
ど
で
組
織
一

丸
と
な
っ
て「
医
療
経
営

士
」育
成
に
取
り
組
み
、
協

会
活
動
を
下
支
え
す
る
会

員
制
度
で
あ
り
、「
医
療

経
営
士
」資
格
取
得
後
の

実
践
能
力
を
養
う
た
め
の

研
究
会
活
動
な
ど
へ
の
参

２
０
１
６
年
１
月
中
旬

（
前
記
期
日
内
に
更
新

手
続
き
を
終
了
し
た
会

員
が
対
象
）

送
付
先
住
所・連
絡
先
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
関
す
る
お
願
い

本
協
会
で
は
、
会
員
に

会
報
誌『
理
論
と
実
践
』や

『
月
刊
Ｍ
Ｍ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
』

（
本
紙
）な
ど
の
郵
送
物
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
事
務

局
か
ら
の
連
絡
メ
ー
ル
配

信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

転
居
等
の
理
由
で
返
送
さ

れ
た
り
、「
エ
ラ
ー
」で
配

信
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
毎

回
見
ら
れ
る
。
転
居
や
転

職
等
に
よ
り
住
所
を
変
更

し
た
場
合
や
連
絡
先
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た

場
合
は
、
協
会
ホ
ー
ム

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
１
月
期
限
分
の

資
格
更
新
申
請
を
受
付
中

本
協
会
で
は
、
２
０
１
６

年
１
月
に
認
定
期
間
の
満

了
を
迎
え
る
会
員
の
更
新

申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。更

新
対
象
者
に
は
す
で

に
封
書
で
案
内
を
送
付
し

て
お
り
、
本
年
12
月
14
日

（
月
）ま
で
に
更
新
に
必
要

な
書
類
の
送
付
お
よ
び
更

新
手
数
料（
１
万
３
０
０

円
）の
入
金
を
行
う
。

今
回
の
更
新
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
通
り
。

●
更
新
書
類
締
め
切
り

　

12
月
14
日
（
月
）
必
着

●
新
規
会
員
証
発
送

な
お
、
10
月
１
日
現
在

の
法
人
正
会
員
は
、
株
式

会
社
エ
ス
ア
ー
ル
エ
ル
、

日
本
赤
十
字
社　

岐
阜
赤

十
字
病
院
、
株
式
会
社
ソ

ラ
ス
ト
、
株
式
会
社
大
東

銀
行
、
辻
・
本
郷
税
理
士

法
人
、
独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ

ン
タ
ー
、
弁
護
士
法
人
Ｔ

Ｌ
Ｅ
Ｏ
虎
ノ
門
法
律
経
済

事
務
所
、
株
式
会
社
日
医

リ
ー
ス
、
東
日
本
税
理
士

法
人
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ

ウ
ェ
ル
、株
式
会
社
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
の
11
法

人（
五
十
音
順
）。

法
人
正
会
員
の
登
録

料
、
年
会
費
な
ど
の
詳
細

は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

第４回「全国医療経営士実践研究大会」金沢大会
いよいよ開催！
大会、懇親会ともに当日参加を受け付けております！
　今年もあと2か月あまりを残すところとなり、日増しに秋の深まりが
感じられる季節となりました。
　さて、10月31日（土）、11月1日（日）に石川県金沢市で開催する第4
回「全国医療経営士実践研究大会」が目前となりました。演題発表を行
う18名の会員の皆様も、準備万端、あとは当日を迎えるのみ、という状
況かと思います。北陸新幹線が開通して初めての秋の観光シーズンを
迎える金沢。飛び石連休と相まって、たくさんの人出が予想されます。
大会へ参加される方も、少しは観光地へ足を延ばして、秋の金沢を感じ
ていただきたいと思います。
　「全国医療経営士実践研究大会」といえば、やはり会員の方の「演題
発表」がメインイベント。前述のとおり、今回は過去最多の18名が登壇
されます。医療経営士の皆様の「伝える力」「理解してもらう力」を示す
場でもありますので、ぜひ多くの皆様に、医療経営士の仲間がどのよう
な取り組みをし、また「伝える力」を持っているのか、実感していただき
たいと思います。
　当日参加ならびに懇親会だけの参加も受け付けておりますので、観
光で金沢へ行かれる方、近隣の会員様は、ぜひ会場へお越しください。
事務局一同、皆様のお越しをお待ちしております。

第4回「全国医療経営士実践研究大会」金沢大会
◆会期 ： 10月31日（土）・11月１日（日）　
◆会場 ： 石川県地場産業振興センター　本館１階大ホール
　　　　※懇親会はホテル日航金沢
◆当日参加登録料金（消費税込） ：
両日参加…………医療経営士・介護福祉経営士  20,000円
　　　　　　　　一般　25,000円
 １ 日参加…………医療経営士・介護福祉経営士  12,000円
　　　　　　　　一般　16,000円
懇 親 会…………医療経営士・介護福祉経営士、一般とも	8,000円

それではまた次号でお会いいたしましょう。

MMSニュースを活用して、
「医療経営士」の認知度アップに

ご協力ください！
　会員サービスの一環として毎月発行しているMMSニュースを活用し
て、「医療経営士」の認知度アップにご協力くださる会員様を募集してお
ります。職場やお取引先へMMSニュースをお配りいただくことで、ご自
身の活動をアピールする資料としても、ご活用いただけると思います。
　配布用のMMSニュースをご希望の方は下記のアドレスへ「MMS
ニュース希望」とタイトルをつけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部
署、肩書き、送付先住所、電話番号、そして必要部数をご連絡ください（ご
希望の部数につきましては、ご連絡をいただいた段階で調整させてい
ただく場合がございます）。
　皆様のご応募をお待ちしております！
お申し込み▶E-mail : info@jmmpa.jp


